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研究成果の概要（和文）：　中新統師崎層群産の深海魚：ソトオリイワシ類化石の発光器の保存をタフォノミー
の視点から精査した．その結果，集光レンズ，反射板，色素などの形態が顕微鏡レベルで保存されていた．また
赤外線および紫外線撮影により，可視光では識別できなかった軟体部の痕跡や発光器の形状を鮮明に捉えること
に成功した．さらに，TEMおよびTOF-SIMS分析の結果，反射板の一部にメラノソーム（色素メラニンを含む光吸
収組織）が保存されていることがわかった．深海魚の発光器を構成していた有機物質が化石中に保存されている
可能性がある．

研究成果の概要（英文）：　The preservation of luminescent organs of lantern fish fossils from the 
Miocene Morozaki Formation in Aichi Prefecture, Japan, was carefully examined from the viewpoint of 
taphonomy. As a result of introducing "infrared-" and "ultraviolet photography", the traces of soft 
parts and the shape of luminescent organs, which could not be identified by conventional visible 
light observation, were clearly captured.  SEM, TEM, and TOF-SIMS analyses revealed that the shape 
and original arrangement of the focusing lens, reflector (tapetum), and pigment particles were 
preserved in the fossils. In addition, melanosomes are preserved in some of the tapetums. This is 
the first example of a light-absorbing tissue containing the pigment melanin, which means that the 
original organic material of the luminescent organ may have been preserved.

研究分野：層位・古生物学

キーワード： タフォノミー　師崎層群　深海魚化石　発光器　メラノソーム
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　従来，海外に比べて日本は化石の保存が悪いといわれ，その分，化石鉱脈と呼ばれる軟体部保存を示す例外的
な化石の研究において西欧諸国の後塵を拝していた．今回，約1,600万年前の師崎層群産の深海魚化石が発光器
の痕跡を保っていることを明らかにし，世界的に著名な化石鉱脈に匹敵するレベルの化石鉱脈が日本にも存在す
ることを示した．これは，変動帯に位置する日本固有の化石鉱脈の研究が有望であることを示したものといえ
る．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景	

近年，皮膚や内臓など軟体部が保存された例外的な化石層（＝化石鉱脈）の発見で，進化史

や古環境復元のシナリオが大幅に書き換えられつつある．例えば，ブラジルの白亜系サンタナ

層からは，急速なリン酸塩鉱化により筋肉繊維の 1 本 1 本まで識別できる驚異的な保存の魚類

化石を産し，数多くの新知見をもたらした（Martil,	1988,	2001）．一方，本邦にも軟体部保存

を示す固有の化石鉱脈が存在する（Allison	et	al.,	2008）．特に中新統・師崎層群には，深海

棲棘皮動物など特異な化石群が含まれる（Kato	and	Oji,	2013）．中でも発光器を伴う深海魚（ハ

ダカイワシ類）の化石は，世界的にみても産出が非常に稀で，異彩を放っている（図１）．	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図１．ハダカイワシ類とその発光器（黒い斑点）（上段：化石；下段：現生標本）．	

	
２．研究の目的	

	 愛知県知多半島の中新統・師崎層群には，さまざまな種類の深海棲動物の遺骸が，軟体部の痕

跡を保ったまま火山砕屑物に埋没して化石として保存されており，特異な化石鉱脈（fossil	

Lagerstätten）を形成している．本研究は，その中で発光器の痕跡が残されたハダカイワシ類化

石（深海魚；図１）に着目し，その保存・産状を精査・分析して，深海魚特有の発光器の組織・

微細構造，および色素等のオリジナル物質が化石中でどの程度保存されているかを明らかにする．

そして，本来なら死後すみやかに腐敗・分解されるはずの発光器が，化石として保存されるメカ

ニズムを解明することを目的とする．	

	
３．研究の方法	

	 本研究は，研究代表者および研究分担者による2名の陣容で，3年計画で実施した．まず愛知県・

師崎層群の野外調査を行い，ハダカイワシ類化石の保存・産状をマクロスケールで精査した．ま

ず赤外線および紫外線撮影を用いて保存された化石の軟体部の痕跡を可視化し，さらにSEMおよ

びTEMによる発光器の微細構造観察，およびTOF-SIMSによる残留有機物の分析を行った．以上の

観察により，発光器の組織・微細構造が，化石

でどこまで残されているかを明らかにすること

を目指した．	

	
４．研究成果	

	 発光器が直線的な配列パターンを示すことか

ら，師崎層群産の深海魚化石は狭義のハダカイ

ワシ類ではなく，ハダカイワシ目ソトオリイワ

シ類であることがわかった（右：図２）．	
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